
修学旅行「函館に行って来ました」（11 月 12 日，13 日）
ホームページ版は内容を一部変更しています。

１ 1 月１２日（月），１３日（火）は，６年生の修学旅行でした。
向能代小・竹生小・常盤小・朴瀬小の全６年生が参加し，函館に行って来ました。
本来であるならば，９月１１日・１２日に実施予定でありましたが，９月８日の北海

道に起きた大きな地震のために，延期をし，１１月のこの時期となりました。
修学旅行前は，初雪が降るのではないか，とっても寒くなるのではないかと，心配は

ありましたが，２年間学校のリーダーとして頑張ってきた６年生の頑張りが報われたの
か，「紅葉の秋」を楽しみながらの旅行となりました。

１２日（月）は午前６時４０分に出発し，バスで新青森駅まで行きました。そこから，
新幹線はやぶさ１号に乗車しました。新幹線は青函トンネルを通り，新函館駅に到着し
ました。そこから函館ライナーに乗り換え，函館駅に行きました。

【函館に到着，自主研修の開始】 【みらい館で学習】

函館駅からは，それぞれの学校でのグループによる自主研修となりました。
本校の３名は，土方歳三最後の地碑を見た後，昼食を「ラッキーピエロ」のハンバー

ガーを食べ，はこだてみらい館に行きました。みらい館では，竹生小・常盤小のグルー
プとも一緒になり，交流を深めました。その後は，また別行動となり，路面電車に乗っ
て移動し，新撰組ゆかりの寺や函館八幡宮を見学しました。坂の町，函館とは知ってい
ましたが，大変きつい，長い坂を子どもたちは一生懸命歩きました。坂の上から見る海
や山の景色が素晴らしく，みんな感動していました。最後は，函館の教会を見学し，旧
函館公会堂で４校集合となりました。

【自主研修での記念写真・・・いろいろな場所を見学してきました】

知らない町を歩くのですが，子どもたちは物怖じせずに，コースを調べ，確認しなが
ら進み，立派に自主研修を行うことができました。さすが６年生は立派だなと思いまし
た。

その後は，函館山へ登り，夜景を見ました。ガイドさんの話によれば，この日の夜景
はかなり美しい方だそうで，とてもよい日に来たということでした。子どもたちも私た
ちも夜景の素晴らしさに心を打たれ，ここでも大感動でした。
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次の日は天気がよく，素晴らしい青空の日となりました。
五稜郭を見学し，タワー展望台から函館を一望しました。歴史のことを学び，自然の

素晴らしさを感じ，とても充実した時間となりました。
修学旅行の最後は，函館ベイエリアでの買い物でした。３人とも真剣におみやげを選

ぶ姿が印象的でした。また，ここでは，自分たちが作ってきた「能代市のよさを知らせ
るパンフレット」を観光客の方に手渡す学習も行いました。緊張しながら渡していたよ
うですが，温かくもらってくださったようでした。手渡した方の中から能代市を訪れて
くださる方がいればいいなと思います。

二日間，６年生と共にとても充実した時間を過ごしました。この修学旅行の経験で，
さらに６年生の子どもたちは成長したようです。
本年度，残り４ヶ月余りになりました。小学生としてのまとめを頑張り，立派に卒業

を迎えることと思います。

【五稜郭にて・・・紅葉がとても美しい日でした。】

人権教室（11 月 16 日）
１１月１６日（金）は，人権擁護委員の皆さんが来校されて，全校で「人権教室」の

学習を行いました。
最初に「おこる」という大きな絵本の読み聞かせを行っていただきました。
その後は，人権に関する資料を読み，意見交換を行い，子どもたち一人一人が人権を

大切にしなければならないことに気付いていきました。
人権教室を終えた委員の皆さんからは，「子どもたちの態度が素晴らしいのに驚いた」

「初めての文章を読むのに，堂々と読んでくれていた。日頃の学習がきちんとされてい
るのですね」「低学年のお子さんも感想の文章をさらさらと書いていた」「素晴らしい意
見をしっかりと発表していた」など，子どもたちの学習する姿にたくさんのお褒めの言
葉をいただきました。
学校に来校された方々から子どもたちを誉めていただき，私もうれしくなりました。

【絵本の読み聞かせを熱心に聞いて，意見を交換し合う子どもたち】

子どもたちの活躍
第 46 回 能代市山本郡児童生徒創意工夫展

塚清賞 あなたの畑を守ります グッバイたぬき君 ○年 ○○ ○○
郡市読書感想文コンクール

第○学年 応募区分（自由）
郡市入選 「ぼくだってトカゲ」を読んで ○年 ○○ ○○

第○学年 応募区分（課題）
郡市入選 「がっこうだってどきどきしている」を読んで ○年 ○○ ○○

おめでとうございます。


